














辻村 英之  
HideyukiTSUJIMURA：Characteristics ofMaize andBeanProductionand Salesin  
KilimaIりarO：CommercialCrop Diversincation Caused bythe Co脆e Crisisand  
Security ofFarmHousehold Economy  
The Co蝕e Crisis of2001rO2（historiclows ofco脆efutureS Price determined by cof托e  
exchange at the NYBOT）deterioratedliving standardsfor smal1fhrmerSand urged them to  
grow di飽rent crops such as maize and pasture grass（for milk production）and work away  
録om home to townS，in the LukaniVillage situated onthe western Slope ofthe Mt．  
KilimaIt）arO．   
This paperis fkstintendedto explain the reality and factorofthat crop changeover丘om  
CO脆eto maize throughclarincationofthe dif稔renceinthevolume ofproduction，Sales and  
revenue between the two crops．  
Inthe secondplace this aims tounderline the villagers’pursuit of“securityofharveSting”  
through clar沌cation ofcharacteristics ofmaize and bean production，and“securityoffbod  
COnSumPtion”through clarincation ofcharacteristics ofmaize sales and storage．   
Thisislastlyintended to make a point ofsecurio）Qfhm householdecono7q）in aspect  
Ofincome newly provided by recent commercialcrop diversiBcation，in addition to existing  
SeCur砂qrbrm householdecono77V｝in aspect offood consumPtionthat consists of“security  
OfharveSting”and“security offood consumption”．   
Asmentioned above，this paper makesanattemPt tO PrOPOund dif臨rent viewpointsfrom  
the prevailingunderstanding ofinfbrior Afhcan agriculture and払rmer through emphasis on  
advantagesofthefarmmanagementbyLukanivillagers，thatcomeinto sightincasethatthe  
enhanCement Ofsecurio7Qf．hrm househohlecono〝ぴis set as the managerialgoal．  
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2つの畑を持つのが一般的）の畑を持つT農家（7人家族）とK農家（5人家族）の2事例  









るのが、その次の課題である。   
最後に本論のまとめとして、ルカニ村農業が従来から追求してきた「収穫の安全保障」  
「食料消費の安全保障」から成る食料消費面での家計安全保障に加え、近年の商品作物の多  
















え付けるようになっていた。   
その村内でのトウモロコシ生産が、2003～04年に大きく進展したのである。ほとんどの家  
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庭畑において、コーヒー老木を伐採した区画にトウモロコシが植え付けられ、もはや「コー  
ヒー畑」ではなく、「トウモロコシ畑」と呼ばざるを得ない畑も目立つ。   
無理もない。干ばつにともなう全国レベルでの深刻な食料不足（注4）は、タンザニア人の主  





雨量は多少、少なかった程度であり、トウモロコシの生産量は平年並みであった。   
その一方で「コーヒー危機」は、その生産者価格を500Tshs／kg（2002年度と2003年度の民  
間業者による買付価格）にまで引き下げた。国際価格が高騰した97年度に実現した生産者価  
格（民間）の3分の1に過ぎない。   
3倍のトウモロコシ価格と3分の1のコーヒー価格に対する村民の経済合理的な行動が、  
上記の転作である。同村におけるコーヒーの収穫量は、昨年度の半分に減ってしまったと言  
う（注6）。   
しかしトウモロコシの最高値水準も、コーヒーの最安値水準も、ともに気ままな気候変動  
が生み出したものであり、いつひっくり返るかわからない。コーヒー価格を動かすのは遠い  




2）収穫・販売の量と収入：所得水準への影響   
それではこの3倍のトウモロコシ価格、そして3分の1のコーヒー価格は、村民の所得水  






















1）トウモロコシ・豆の販売価格・収穣量   
トウモロコシの販売価格は18，000～22，000Tshs／袋で、昨年より劣るものの、まだ高騰して  
いる。   
しかし本年は、当地も干ばっの影響をもろに受けた。T農家は下の畑の収穫が皆無で、上  
の畑の収穫が3袋であった。K農家は下の畑で1袋、上の畑で3袋の収穫にとどまった。と  
もに販売する余裕はない。   
豆も同様に、販売価格は60，000～80，000Tshs／袋で、昨年と変わらず高騰している。   
しかしT農家もK農家も、下の畑での収穫は皆無である。上の畑ではそれぞれ、2袋、3  
ティン（1ティンは約20kg）の収穫に過ぎなかった。もちろん、販売する余裕はない。  
2）コーヒーの販売価格・収穫量   
コーヒー価格（協同組合による買付価格）は700Tshs／kgの第1次支払い、200Tshsの第2  
次支払いが実現し、さらに300Tshsのボーナス支払いを期待できるなど、2004年度は販売価  
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3．トウモロコシ・豆の生産の特質：作目■品種の多様性と混作の意義  
（1）品種の多様性  
1）トウモロコシの品種   
村民はトウモロコシの品種を、大きく地元種とハイブリッド種に分類している。   
地元種は代々、種子が受け継がれてきている。その中には例えば、1つのリネージによっ  
て独占的に管理・利用されている、ウガリ（当地の主食の1つで、トウモロコシの粉を熱湯  
で練り上げて固めたもの）に最適な品種があるなど、多様な品種を含んでいる。   
前年の収穫物の一部をそのまま種子として利用し、種子会社などから購入することはない。  
ただ凶作の翌年には、世帯単位で種子を維持することができなくなり、拡大家族内で無料で  
















2）豆の品種   
村民は豆の品種を、大きく地元種と外来種に分類している。どちらの品種も、前年の収穫  
物の一部をそのまま種子として利用し、種子会社などから購入することはない。ただし凶作  
の翌年など、種子が足りない時は、知人や青空市場から購入することもある。   
在来種に分類されるのは、「ンカナムナ」（多様な色のササゲ）と「キベラキヨ」（赤いサ  
サゲ）と呼ばれている2品種の豆である。  




る薄紫色のインゲン豆である。   
この中で、大豆が最も高価であり、地元種の1．5～2倍の価格で販売できると言う。  
（2）生産の方法：準単作と混作の共存  
1）下の畑における準単作の方法   
下の畑においては、伝統的な作物であるトウモロコシと豆に加え、最近はヒマワリ（調理  
油用）も生産されており、上の畑と同様、同一畑における作目の多様性を確認できる。   
伝統的にトウモロコシと豆に対しては、まず鍬で数列に並んだ多数の種穴を開け、同じ穴  
に2作物の種を放り込むという混作が行われてきた。つまり両者を同じ列（条）で混作して  
きた。   
しかし最近は、作物毎に列を分ける村民が増えており、区画をも分けるという単作を行う  
者もいる。ただし列を分ける場合も、トウモロコシの列の間（条間）に豆の列を挟み込む方  
法が一般的であり、それを本論では「準単作」と表現する。   
村民によれば、トウモロコシは土地を消耗させるが、豆は消耗させないと言う。逆に豆は  
トウモロコシの肥料として機能する。父親から学び、受け継がれてきた伝統的知識である。   
同時に彼らは、土地の養分と水分、日光などを両者が奪い合うため、混作は生産性が低い  









に3～4粒）は別の列に播種）。   
その3週間後、成長具合の確認、間引き（しない者もいる）の後、根元に土をかき寄せる  
（畝立ては傾斜地のみ）。同日あるいは翌日に、トウモロコシの列の間に真っ直ぐに種穴を開  
け、各穴に2～3粒の豆の種子をまく。   
4月と5月に1回ずつ草取りをし、またトウモロコシに対してのみ、4月に施肥（「尿素  
46％窒素」の化学肥料）を行う。収穫は豆が5～6月、トウモロコシが6～7月となる。  
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2）上の畑における混作の方法   
興味深いのは、上記の上の畑で急速に広がったトウモロコシの生産において、伝統的な混  



























①土地の有効利用   
限られた耕地面積を最大限に活用できる。  
②病虫害や異常気象の際の収穫リスクの分散（収穫の安全保障）   
ともに豊作になることも少ないが、ともに凶作（全滅）になることも少ない。例えば2003   
年は、トウモロコシは平年並みの収穫だったが、豆は虫害の発生により凶作であった。  
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③豆生産による土地の養分保持   
豆が土地の養分を保持し、肥料の役割を果たすことで、トウモロコシの成長を促す。父親   
から学んだ知識である。豆による空気中の窒素固定の意義を、農業専門学校で学んだ者も   
いる。  
④労働の節減   
種まきが一度にすんでしまう。間引きや土寄せをしない。先に豆を収穫する際、同時に草   
取りができる。  
⑤生産費の節減   
④の影響もあり、生産費を大きく削減できる。病虫害や異常気象による凶作の可能性が高   
いので、低費用の混作を選択して、損失のリスクを軽減する。  
⑥成長時の補完関係   
過去はすべて、つるタイプの豆であり、トウモロコシの茎に豆のつるが巻きついた。現在   




1）下の畑における準単作の費用   
本節においては、上記の混作の意義の内、「⑤生産費の節減」について、その程度を具体  
的に説明する。   
最初にT農家の約1エーカーの下の畑における準単作のコスト（2003年に実際に支払った  









6，000Tshs）。   
施肥は家族のみで行い、労賃はかからなかった。化学肥料の価格は、特に先進国からの援  
助量にともない変動するが、同年度は1袋（50kg）18，000Tshsであり、1袋を利用した。   
豆の収穫については、量が少なかったので家族ですませた。しかしトウモロコシの収穫に  
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っいては、拡大家族内の無償の労働交換がなされたが、それでも不十分であった。2名の労  
働者を雇い（1，500TshsX2＝3，000Tshs）、合計10名で行われた。   
以上、合計で75，500Tshsの生産コスト（家族の交通費は除く）が費やされている。  
















の実績がある、ケニア種子会社製のハイブ リッド種4キロ（2袋）である（3，800TshsX2＝  




量が少なかったので、収穫は拡大家族間の労働交換で十分であった。   
以上のように2004年は9，600Tshsの生産コストしか費やしておらず、1エーカー単位に換  
算したとしても、収穫量が増えて1～2名の労働者を雇ったとしても、下の畑における準単  
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4．トウモロコシ・豆の販売・保管の特質：食料消真の安全保障  
（1）トウモロコシの「男性産物」化   
収穫量に余剰が生じ、その半分をも販売した2003年のように、商品作物としてのトウモロ  
コシの性格が顕著になったのは、コーヒーで十分な利益を確保できなくなり、また収量の高  













（2）トウモロコシ■豆の販売場所   
トウモロコシも豆も、仲買人が村にまで購入に来ることが増えている。彼らはトラックを  
チャーターして、首都のダルエスサラームや隣国のケニアへと出荷することもある。しかし  








である。   
それゆえ基本的には、市場・村の間を往復する軽トラックの「ミニバス」に乗せてもらい  
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どの家庭にも備えられているドラム缶（200kg収納可能）で保管される。   
例えばトウモロコシに関しては、収穫間もない8～1月頃は、袋保管のものが食事に利用  
され、2～5月頃は、ドラム保管のものが食事に利用されることが多いと言う。   
また販売余力がある場合でも、上記のように販売は少しずつなされ、さらに自家消費水準  
を少し上回る量が常に保管されている。そして教育や医療に関する急な出費が生じた場合、  





















近年の天候不順が、収穫量の激しい変動とともに、その価格変動をも促している。   
本論で説いたように例えば2004年、トウモロコシは相変わらず高価であるが、その原因で  
ある干ばっの影響をルカニ村民も被った。トウモロコシの収穫量は激減し、販売量はほとん  






















て挙げる者もいる。   
コーヒー価格が回復したため、新年度はトウモロコシを減らして新品種のコーヒー苗木を  
植え、その根元で豆を生産するという方法を企画している者もいる。  
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（3）作目・品種の多様性の意義：収穫の安全保障   
ルカニ村民は従来より、自給作物を中心、に多様な作目を生産してきたが、さらに商品作物  
の多様化が進みつつあり、作目の多様性が深化している。また同じ作目であっても、多様な  













（5）ルカニ村農業の発展方向   
この収穫と食料消費の安全保障が、従来のルカニ村農業（特に自給作物生産）によって提  
供されてきた家計安全保障であり、主に食料消費面での保障である。   
近年の商品作物の多様化によって、それらの激しい価格や収穫量の変動にもかかわらず一  
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